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これからの学校マネジメント

目的 学校の経営存続のため 学校の経営存続のため
地域（社会）存続のため

校長・管理職 トップダウンで指示 道筋は管理職が、
具体化は次世代の人材が担う

実行者 教員の役職者・管理職中心 教員が中心になり、役職者・管理職を巻き込む

県教委と学校
県教委のトップダウン

学校裁量
県教委のグランドデザインや支援の下

連携して実行

進め方 前年踏襲型で
リスク管理最優先

リスクベースのシナリオも策定し
アジャイルに進行

組織マネジメント 既存の組織で、年功序列型 計画を達成する為に人事配置

これまで これから



オープンイノベーション（開かれた学校作り）

DXの推進（デジタル活用による価値創造）

非連続の時代にシフトした両利きの経営

探索
（新しい挑戦）

深化
（今の活動深掘り）

★進路実現（生徒の目標を実現させる）

★文武不岐（豊かな人間性）

アントレプレナーシップ教育の推進（社会に出て必要なスキル）1

2

★探究的な学びの推進（非認知能力の向上）

伝統校の
グレードアップ

３



■令和７年度 校内重点戦略

２、主幹教諭の設置による学校経営強化（チャレンジPJT・DX推進）

5、助け合いの精神で学校運営を行う（心理的安全性の確保）

3、教員のミドルリーダー育成による、未来の下妻一高作り

1、校内人的資源の戦略的活用による校務分掌の再編

4、生徒の主体性や考える力を育て、生徒が活躍する学校作り

探究活動の推進と広報活動の強化／DX部への名称変更による業務変革推進

若手人財の登用／学校行事再編PJT推進／単位制移行に伴う教科主任の役割強化

６、教職員の人材育成と働き方改革

年３回の教員面談と相互授業参観の実施。ICTの活用と超過勤務月45時間・年間360時間以内の徹底
部活動の活動ルールの徹底・定時退勤日の年間スケジュール化・教員研修・校舎の管理徹底

先生は伴走者／生徒のニーズを把握した学習・進路指導／学校は学び方を教える仕組みに変える

校長の学校経営戦略を実現する為に、校長及び教頭の補佐として新たな機能を設置

校務分掌・部活動の複数担当制度／中高一貫の強みを活かした部活動運営

（前提）
責任を明確にして仕事をする

教員はメンタルが疲れる

（実態に合わせる）
担任以外は探究授業持ち時間×

（全職員）
探究授業持ち時間１時間増
学校全体としての意識付け◯

◯
◯
◯
◯
◯





イノベーター理論



中学校

経験
（Experience）

高等学校

創造性

構築力

巻き込み力

人間力

ハングリー精神

グローバルで活躍する
「起業家的リーダーシッ
プを持った生徒の育成」

下妻一アントレ校長

（チャレンジプロジェクト）
進路実現

私が目指す学校運営 （下妻第一高等学校・附属中学校）

知識・技能
（Knowledge）

企業
（地域創生事業）

学校

探究活動
国際教育
文武不岐

・社会＆企業体験
・主体的な学び
・地域社会貢献
（県民の誇り）

・成果を発表する場
・伝える力育成

共
創

目標

IGP（国際交流）
・オーストリア語学研修
・フランス交流プログラム

・台湾交流

附属中学校

繋げる 加える

現状の下妻一高の成果に

＋



企業が求める人財



３つの領域のアントレプレナーシップ

０→１の新規事業
を創る

（スタートアップ）

既存の事業を継続
（事業承継者）

既存組織の中で新し
い事を創出

（大企業・公務員）





令和5年～７年 下妻一高取り組み活動

アドミッションポリシー
生徒の主体性を育むアントレプレナーシップ教育の推進

取組み①（アップサイクル探究とファッションショー）

①大丸松坂屋が展開する「LOOP（ループ）」は主にファッションの循環（サステナビリティ）をテーマ
にしたプロジェクト。百貨店と連携し、「アップサイクル」再活用服に付加価値、魅力発信。



令和5年～７年 下妻一高取り組み活動

アドミッションポリシー
生徒の主体性を育むアントレプレナーシップ教育の推進

取組み③（義務教育との連携）取組み②（IT企業とのパートナーシップ）

①IT企業との探究授業パートナーシップ

②Amazonの最先端物流センター視察

世界最先端技術を用いたAmazonキバロボットとプログラミングを学ぶ

ビッグデータの分析による文理横断型の学びとオフィス見学

①下妻市内義務教育学校との連携

高校で経験した事を小学生へ説明（下妻小・騰波ノ江小）







令和5年～７年 下妻一高取り組み活動

アドミッションポリシー
生徒の主体性を育むアントレプレナーシップ教育の推進

取組み④（地域探究ゼミで地元企業と商品開発と売上分析）

①下妻市すずらんロードハウス様と共同で商品開発、楽天のウェブサイト構築しデータ分析を実施

販売ができない商品を再利用し、フードロスにも繋げる

楽天データ分析
（自治体向け分析ツール）



令和5年～７年 下妻一高取り組み活動

アドミッションポリシー
生徒の主体性を育むアントレプレナーシップ教育の推進

取組み⑥取組み⑤（教員の主体性を育成）

①ミドルリーダー改革PJT発足

次世代のリーダー（主任クラス）が自ら学校行事の改革に成功
土曜補習廃止、課外授業の希望制、DX推進、定時退勤日等

①教員向けブートキャンプ実施（県内外から150名参加）

人生100年時代を生き抜く為に自己啓発を！！

〇主体性を育む教育とは（工藤勇一先生）
〇ビジネスマナーは最高の自己投資（元ANA 栗原冬子さん）
〇コーチングとファシリテーション（早稲田大学 谷益美先生）
〇シリコンバレーの起業家マインドYES and（経産省イノベータープログラム）

・名刺交換の仕方
・メールの書き方／会食時の上座下座など

・茨城県立高等学校／私立高等学校
・下妻市小中学校／行政職員／県外教員



令和5年～７年 下妻一高取り組み活動

アドミッションポリシー
生徒の主体性を育むアントレプレナーシップ教育の推進

取組み⑦（教員向けアントレプレナーシップ研修）

①学校経営の柱になるアントレプレナーシップを、教員みんなで理解する

教頭先生を中心に、ワークショップを実施
学校経営の柱であるアントレプレナーシップ教育の推進へ





学校とは・・・
様々な経験を積んで
自信をつける場所

プレッシャーを乗り越え
て人間は強くなる
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